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図 1 川﨑麻央「七睨み」高知麻紙、岩絵具、水干絵具  





                                            



















                                            
2 本論で述べる「質」とは、客観的・触覚的な質ではなく主観的なものであり、脳科学分野においてクオリア(感覚質)と呼ばれる
ものに該当する。 
3 ウジェーヌ・イヨネスコ(1909〜1994) ルーマニア出身の劇作家。フランスの不条理演劇を代表する作家の一人。 






























                                            
5 ウジェーヌ・イヨネスコ『発見』大久保輝巨訳 新潮社 1976 p44-45 
6 ルイ・アラゴン『冒頭の一句または小説の誕生』渡辺広士訳 新潮社 1975 p11 









図 3 川﨑麻央「墨流し」和紙、墨 20×16cm 2015 
 

















図 4 川﨑麻央「水急なれど月を流さず」高知麻紙 岩絵具 水干絵具 









                                            
9 セルビア中央部に位置するセルビア正教会の修道院。セルビア正教会の修道院としては最大級のものである。中世セルビア王国



























図 7 崩れた屋根、錆びたトタン セルビア(筆者撮影) 
風景全体から感じることは断片の総和を超えている。 
 
                                            
10 ゲシュタルト心理学は人間の心理現象を、部分や要素の集合ではなく全体として捉える。この全体性を持ったまとまりの構造













図 8 収集した石 島根県益田市持石海岸(筆者撮影) 
 




























図 14 地獄におけるダンテとウェルギリウス  
16世紀 フィレンツェ 宝石製造所蔵 
 
 


























                                            
12 ヘルマン・ロールシャッハ (1884~1922) スイスの精神医、フロイト派に属する精神分析家。 




















図 17 川﨑麻央 30×20 ㎝ 2011 
コラージュによる小下図  
                                            






































































図 19 伝周文 「十牛図」12 世紀後半 相国寺  
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15 上田閑照、柳田聖山『十牛図 自己の現象学』筑摩書房 2015 p189-190 
16 同上 p198 


























































































                                            
18 上田閑照、柳田聖山『十牛図 自己の現象学』筑摩書房 2015 p212 
19 同上 p219 















































































                                            
21 上田閑照、柳田聖山『十牛図 自己の現象学』筑摩書房 2015 p233-234 
22 同上 p240-241 













































                                            





















フェイズ１  着想以前 
フェイズ２  着想 
２.「構想」（拡散的段階） 
フェイズ３  連想と収集 
フェイズ４  選択 
３.「決断」（収束的段階） 
フェイズ５  素描 
フェイズ６  技法・素材 
フェイズ７  下図 
４.「本画」（創造） 
フェイズ８  制作 







                                            
25 世界大百科辞典 12 平凡社 2007 p180 
26 チャールズ・サンダース・パース(1839~1914)は、アメリカの哲学者、論理学者、数学者、科学者。パースのアブダクション
は仮説形成と呼ばれ、科学的推論の方法である。パースは推論のプロセスを大きく「アブダクション(仮説形成)」「演繹」「帰





















図 32 フェイズ１（着想以前） 
 
図 33 フェイズ２（着想） 
 
 閃きから着想のプロセスは、衝突の現場である。正体不明の閃きは、衝突の予感を感じる方 






























パ ロ ー ル
を自分自身で決意して突きだすものと取りかえなければならない。
（中略）ひとが芸術家になるのは、もう一つ、経験（世界）の不在が彼に表現体系








                                            
28 ライナー・マリア・リルケ (1875 - 1926)は、オーストリアの詩人、作家。 
29 ライナー・マリア・リルケ『リルケ詩集』高安国世訳 岩波文庫 2010 p56 
30 ガタエン・ピコン(1915 -1976)は、フランス出身の評論家、随筆家。 























                                            




















図 35 川﨑麻央「シクラメン」 
石州和紙、岩絵具、水干絵具 65.2×91cm 2008 
                                            
33 湯川秀樹 『創造の世界 湯川秀樹自選集 IV』朝日新聞社 1971 p21 





図 36 川﨑麻央「クエ」 




図 37 川﨑麻央「炳として」高知麻紙、岩絵具、水干絵具 金箔 













































図 42 川﨑麻央「孤雲野鶴」部分 
馬の口元に墨流しで収集したイメージが残る。  
















図 43 化石 (スキフォクリニテス シルル期) 
 
図 44 海洋プランクトン 
 
 
図 45 拓本（筆者撮影） 
 
図 46 植物の断面（あやめ） 






図 47 水面の揺らぎ 不忍池 (筆者撮影) 
 
 
図 48 石の断面 （筆者撮影） 
 




図 51 銅鏡 
 
図 50 石の断面 
 
 








図 53 収集物 貝殻(笠貝) 
 

































                                            


















                                            
37 アントン・エーレンツヴァイク(1908 - 1966) オーストリア出身の美術教育家。 



























                                            





















図 61 川﨑麻央 ドローイング  
墨 2016 
 
図 62 川﨑麻央 ドローイング 
墨 2016 
 





























                                            











図67 川﨑麻央 「松ぼっくり」 素描 鉛筆、色鉛筆 2013 
 












































図 71 川﨑麻央 クレヨンによるスクラッチ技法 
 
 





























図 74 川﨑麻央「それがし」 佐藤美術館蔵 
雲肌麻紙、岩絵具 水干絵具 180×90cm 2016 
 
 
図 75 川﨑麻央「それがし」 小下図 
岩絵具のみ （１回目） 
 
図 76 川﨑麻央「それがし」 小下図 
コラージュ （２回目） 
 
























図 79 パウル・クレー 「ハルピア・ハルピアーナ」、テノールとソプラ
ノビンボー(ユニゾンで)のため、変ト長調で 
左上 27×11.4、右上 27×10.3、下 3.6×24.9 ㎝ 1938 
紙にペン、切断して再構成、帯を付けて厚紙に貼り付け 
 
                                            



























図 80 フェイズ8  (制作) 
 
図 81 フェイズ9  (完成) 
 















図 83 香月泰男「雨」116.1×72.9 ㎝ 1968 
 


























   
                                            
42 斎藤郁夫、荏開津通彦、河野通孝、前田淳子、岩井共二、安井雄一郎、釼持あずさ、瀬谷愛『香月泰男シベリア画文集』中国
新聞社 2011 p19 
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46「岩戸」は古典演目のひとつで、石見神楽では最も神聖視されている。 
47 演目中に大太鼓が謡う短歌形式のセリフ。 

























図 90 川﨑麻央 ドローイング 墨 2016 
 





























































































































図 98 演目「岩戸」に登場する天細女命 (筆者撮影) 
 
 





















図 100 柿本神社 拝殿装飾部分 島根県益田市 (筆者撮影) 
 
 
図 101 柿本神社 拝殿装飾部分 島根県益田市 (筆者撮影) 
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図 102 神楽衣装 (筆者撮影) 
鶴、亀、松、笹、波模様などが見える。 
 






























図 101 川﨑麻央 ドローイング 
墨 2016 
鈴を鳴らす天細女命 
                                            





















図 102 川﨑麻央「解けよやもどけ」素描 2016 
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図14 ロジェ・カイヨワ『石が書く』岡谷公二訳 新潮社 1975 
図15 杉浦康平, 松浦正剛編集『ヴィジュアルコミュニケーション』講談社 1983  




図19 足立巻一,有馬頼底『古寺巡礼 京都 2 相国寺』淡交社 1976 加工 
図20 足立巻一,有馬頼底『古寺巡礼 京都 2 相国寺』淡交社 1976 
図21 足立巻一,有馬頼底『古寺巡礼 京都 2 相国寺』淡交社 1976 
図22 足立巻一,有馬頼底『古寺巡礼 京都 2 相国寺』淡交社 1976 
図23 足立巻一,有馬頼底『古寺巡礼 京都 2 相国寺』淡交社 1976 
図24 足立巻一,有馬頼底『古寺巡礼 京都 2 相国寺』淡交社 1976 
図25 足立巻一,有馬頼底『古寺巡礼 京都 2 相国寺』淡交社 1976 
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図26 足立巻一,有馬頼底『古寺巡礼 京都 2 相国寺』淡交社 1976 
図27 足立巻一,有馬頼底『古寺巡礼 京都 2 相国寺』淡交社 1976 
図28 足立巻一,有馬頼底『古寺巡礼 京都 2 相国寺』淡交社 1976 
図29 足立巻一,有馬頼底『古寺巡礼 京都 2 相国寺』淡交社 1976 
図30 筆者作図 
図31 筆者作図 
図32 足立巻一,有馬頼底『古寺巡礼 京都 2 相国寺』淡交社 1976 










図43 加瀬友喜, キャロン、ジャン＝ベルナール, 倉持利明, 河野礼子, 齋藤めぐみ, 重田康成, 
篠田謙一, 鈴木雄太郎, 田中源吾, 冨田幸光, フールムヨル・H, 真鍋真, 山田格『特別
展 生命大躍進 脊椎動物のたどった道』NHK 2015 
図44 山路勇『日本海洋プランクトン図鑑』保育社 1966 
図45 筆者撮影 




図50 山田英春『インサイド・ザ・ストーン 石に秘められた造形の世界』創元社 2015 
図51 宮内庁書陵部陵墓課『宮内庁書陵部所蔵 古鏡集成』学生社 2005 





図56 田中啓幾『山渓ハンディ図鑑12 落葉樹の葉』山と山渓社 2008 
図57 池田祐子, 三輪健仁編集『パウル・クレー おわらないアトリエ』日本経済新聞社 2011 
図58 アントン・エーレンツヴァイク『芸術の隠された秩序−−芸術創造の心理学−−』岩井實    
中野久夫. 高見堅志郎訳 同文書院 1974 
図59 足立巻一, 有馬頼底『古寺巡礼 京都 2 相国寺』淡交社 1976 








図68 石本正『石本正 花の夢』石正美術館 2004 
図69 足立巻一, 有馬頼底『古寺巡礼 京都 2 相国寺』淡交社 1976 
図70 筆者撮影 加工 
図71 筆者撮影 
図72 筆者撮影 






図78 池田祐子, 三輪健仁編集『パウル・クレー おわらないアトリエ』日本経済新聞社 2011 
図79 池田祐子, 三輪健仁編集『パウル・クレー おわらないアトリエ』日本経済新聞社 2011 
図80 足立巻一, 有馬頼底『古寺巡礼 京都 2 相国寺』淡交社 1976 
図81 足立巻一, 有馬頼底『古寺巡礼 京都 2 相国寺』淡交社 1976 
図82 足立巻一, 有馬頼底『古寺巡礼 京都 2 相国寺』淡交社 1976 
図83 斎藤郁夫. 荏開津通彦. 河野通孝. 前田淳子. 岩井共二. 安井雄一郎. 釼持あずさ. 瀬谷
愛『香月泰男シベリア画文集』中国新聞社 2011 
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図84 斎藤郁夫. 荏開津通彦. 河野通孝. 前田淳子. 岩井共二. 安井雄一郎. 釼持あずさ. 瀬谷
愛『香月泰男シベリア画文集』中国新聞社 2011 
図85 筆者作図 
図86 筆者撮影 
図87 筆者撮影 
図88 筆者撮影 
図89 筆者撮影 
図90 筆者撮影 
図91 筆者撮影 
図92 筆者撮影 
図93 筆者撮影 
図94 筆者撮影 
図95 筆者撮影 
図96 筆者撮影 
図97 筆者撮影 
図98 筆者撮影 
図99 筆者撮影 
図100 筆者撮影 
図101 筆者撮影 
図102 筆者撮影 
図103 筆者撮影 
図104 筆者撮影 
 
